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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【手続補正書】
【提出日】平成25年10月9日(2013.10.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
被験体におけるIgA腎症の処置のための医薬組成物の製造における、Haemophilus　influe
nzae　IgA1プロテアーゼの使用。
【請求項２】
前記IgA1プロテアーゼはタグに融合されたものである、請求項１に記載の使用。
【請求項３】
前記タグは、c-Myc、HA、VSV-G、HSV、FLAG、V5、およびHISからなる群より選択される、
請求項２に記載の使用。
【請求項４】
前記タグは、６つのヒスチジンを含む、請求項３に記載の使用。
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【請求項５】
前記IgA1プロテアーゼは、IgA1のヒンジ領域で切断する、請求項１に記載の使用。
【請求項６】
前記医薬組成物は、静脈内投与用剤型であることを特徴とする、請求項１に記載の使用。
【請求項７】
前記医薬組成物は、さらに、等張性ベヒクルを含む、請求項６に記載の使用。
【請求項８】
前記医薬組成物は、単位投与剤型である、請求項１に記載の使用。
【請求項９】
前記単位投与剤型は、前記被験体の体重１ｋｇあたり５０～１００μｇの前記IgAプロテ
アーゼを含む、請求項８に記載の使用。
【請求項１０】
前記医薬組成物は、腹腔内注射用剤型であることを特徴とする、請求項１に記載の使用。
【請求項１１】
Haemophilus　influenzae　IgA1プロテアーゼを含む、被験体におけるIgA腎症の処置のた
めの組成物。
【請求項１２】
前記IgA1プロテアーゼはタグに融合されたものである、請求項１１に記載の組成物。
【請求項１３】
前記タグは、c-Myc、HA、VSV-G、HSV、FLAG、V5、およびHISからなる群より選択される、
請求項１２に記載の組成物。
【請求項１４】
前記タグは、６つのヒスチジンを含む、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１５】
前記IgA1プロテアーゼは、IgA1のヒンジ領域で切断する、請求項１１に記載の組成物。
【請求項１６】
前記医薬組成物は、静脈内投与用剤型であることを特徴とする、請求項１１に記載の組成
物。
【請求項１７】
前記医薬組成物は、さらに、等張性ベヒクルを含む、請求項１６に記載の組成物。
【請求項１８】
前記医薬組成物は、単位投与剤型である、請求項１１に記載の組成物。
【請求項１９】
前記単位投与剤型は、前記被験体の体重１ｋｇあたり５０～１００μｇの前記IgAプロテ
アーゼを含む、請求項１８に記載の組成物。
【請求項２０】
前記医薬組成物は、腹腔内注射用剤型であることを特徴とする、請求項１１に記載の組成
物。
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